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第２５回県民総合体育大会☆コバトン・リードカップに参加される方へ 

 

このたびは申込みを頂き、誠にありがとうございます。 

受付は ８：３０～９：００です。スムーズな運営のため、参加される方及び引率される方は、時間を厳守願い

ます。 

予選の競技形式は、全員が２ルートをフラッシングで登る形式です。他の選手の競技を自由に見ることが出来ま

す。したがって、アイソレーションは行いません。競技に先立って、ルートセッターがデモンストレーションを行

います。決勝は、オンサイト競技です。 

 

１ 注意事項 

（１）①【当日日程】 ②【競技上の注意と選手に知っておいて欲しいルールなど】 を参照して必要事項を、

ご確認下さい。名簿で変更・訂正等ある場合は至急！下記の土屋まで連絡願います。 

 

〒347-0007  加須市下三俣３４０－５  埼玉県山岳連盟競技委員会  土屋正昭 宛 

携帯℡ : 080-5176-2559  E-Mail : kazo-mt@jcn-knt.jp 

 

（２）１２／７（金）・８（土）はルートセット作業のため、恐れ入りますが、出場選手・及びその関係者の

方は競技会場となる加須市民体育館のご利用は御遠慮下さい。 

（３）未提出の正式文書は当日受付で原本を提出して下さい。 

（４）参加選手は受付時に「参加費」の支払いと、未提出の「参加申込書（原本）」を提出して下さい。 

（５）競技順等は参加者変更等で当日変更されることもあります。ご留意願います。 

（６）競技終了後は、選手の行動の拘束はいたしません。 

２ 持参するもの 

ハーネス、クライミングシューズ、チョーク、マット（シート）、防寒具、食料、飲料、下足入れ(ポリ袋)   

等 

３ ウォームアップ 

受付開始から、開会式までの屋内ウォームアップ・ウォールの利用は原則として競技順の早い選手を優先させ

て下さい。ウォームアップ・ウォールは受付後から使用できます。なお、液体チョークのみ使用可能です。 

４ 予選について 

· ２本登った合計順位をもとに、決勝進出者を決定します。 

· フラッシング（前の競技者のクライミングを観察出来る）で行います。オンサイトの時のようなオブ

ザベーションは行いません。競技に先立ち、各カテゴリーのデモンストレーションを行います。デモ

ンストレーション終了後、競技開始になります。スタッフの指示に従って下さい。 

５ 第 25 回県民総合体育大会 コバトンクライミングカップ 要項（一部抜粋） 

 主催：埼玉県教育委員会、埼玉県体育協会、埼玉県山岳連盟、埼玉県高等学校体育連盟 
 後援：加須市教育委員会 
 主管：埼玉県山岳連盟・埼玉県高等学校体育連盟登山専門部 
 日時：２０１２年１２月９日（日）受    付 ８：３０～９：００ 

競技開始 ９：４５ 

 会場：加須市民体育館（347-0007 加須市下三俣590 ℡0480-62-6124） 
 ルートセッター：浅田史樹、その他 
 競技規則：ＩＦＳＣの定める競技規則による（一部異なる部分があります）。 

参加費：当日受付で納入して下さい（保険料含む）。 

一   般 ４,０００円（但し埼玉県岳連会員証所持の方は３,５００円） 

高校生以下 ３，０００円 
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【当日・日程】 ✻注意：競技の進行状況によって、時間は多少前後します。 
 
2012 年 12 月 9日（日） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
【競技順】 

下記の表は暫定的なものです。当日変更される事もありロ得ます。ご留意下さい。 

Ｋ：トップロープ・キッズ Ｔ：トップロープ・一般  J：ジュニア B：ビギナー M：ミドル 

 

№ ｶﾃｺﾞﾘｰ 競技順 氏名 ふりがな 性 所属（又は県名） 

1 K 1 須見 真絢 すみ まあや 女  埼玉 

2 K 2 柿崎 未羽 かきざき みう 女  東京 

3 K 3 三木 流沙 みき りゅうさ 男 Ｂａｓｅ Camp 

4 K 4 秋山 もえ あきやま もえ 女 Ｂａｓｅ Camp 

5 K 5 寺門 おおら てらかど おおら 男  栃木 

6 K 6 横山 和香 よこやま のどか 女 PUMP1/PJCC 

7 K 7 林 真琴 はやし まこと 男 PUMP1/PJCC 

8 K 8 柳澤 由芽 やなぎさわ ゆめ 女 PUMP1/PJCC 

9 K 9 五十嵐 悠人 いがらし ゆうと 男 PUMP1/PJCC 

10 K 10 横山 允信 よこやま ただのぶ 男 PUMP1/PJCC 

11 K 11 小池 はな こいけ はな 女 PUMP1/PJCC 

12 K 12 高橋 吾旺 たかはし あお 男  埼玉 

13 K 13 鈴鹿 凛 すずか りん 女  埼玉 

8:00 ～   スタッフ集合打合せ 

8:30 ～ 9:00選手受付 

9:20 ～ 9:40開会式 

9:45 ～ 13:40全カテゴリー予選  

13:40 ～ トップロープ・キッズ決勝 

14:00 ～ トップロープ・一般決勝 

14:30 ～ ジュニア決勝 

15:00 ～ ビギナー決勝 

16:20 ～ ミドル決勝 

18:00 ～   表彰・閉会式 
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14 K 14 小野 瑞紀 おの みずき 男 ロッククラフト川越 

15 K 15 佐々木 敬祐 ささき けいすけ 男 ロッククラフト川越 

16 K 16 渡邉 綱 わたなべ いづな 男 ロッククラフト川越 

17 K 17 佐藤 純 さとう じゅん 男 ロッククラフト川越 

18 K 18 斉藤 みな美 さいとう みなみ 女 ロッククラフト川越 

19 K 19 菊地 琉斗 きくち りゅうと 男 ロッククラフト川越 

20 K 20 千葉 柾旺 ちば まさあき 男 ロッククラフト川越 

21 K 21 柳沢 恵莉加 やなぎさわ えりか 女 千葉県ﾕｰｽｃ 

22 K 22 村下 善乙 むらした ぜんと 男 千葉県ﾕｰｽｃ 

23 K 23 河合 汰樹 かわい たいき 男 ロッククラフト小山 

24 K 24 石井 秀佳 いしい みしか 女 荻窪 b-pump 

25 K 25 小林 由奈 こばやし ゆな 女 ＪＳＣＣ 

26 K 26 高橋 玲名 たかはし れな 女 ＪＳＣＣ 

27 K 27 山下 葵 やました あおい 女 ＪＳＣＣ 

28 K 28 福田 眞大 ふくだ まさと 男 ＪＳＣＣ 

29 K 29 矢沢 香梨 やざわ かな 女 ＪＳＣＣ 

30 T 1 磯前 京香 いそまえ きょうか 女 茨城ﾓﾝｷｰｽﾞ 

31 T 2 安立 昌代 あだち まさよ 女 ビナ 

32 T 3 秋山 弘幸 あきやま ひろゆき 男  東京 

33 T 4 剣持 建吾 けんもち けんご 男 小松原高校 

34 T 5 土佐 憲士郎 とさ けんしろう 男 久喜工業 

35 T 6 森田 貴紀 もりた たかとし 男 久喜工業 

36 T 7 大塚 尚樹 おおつか なおき 男 久喜工業 

37 T 8 山口 佑太 やまぐち ゆうた 男 久喜工業 

38 J 1 鶴 隼斗 つる はやと 男  埼玉 

39 J 2 川端 美央 かわばた みお 女 Ｂａｓｅ Camp 

40 J 3 矢島 立樹 やじま たつき 男  埼玉 

41 J 4 木村 大夢 きむら ひろむ 男  埼玉 

42 J 5 肥田 宏太郎 ひだ こうたろう 男  栃木 

43 J 6 風間 慧美 かざま えみ 女 千葉県ﾕｰｽｃ 

44 J 7 安川 潤 やすかわ じゅん 男  千葉 

45 J 8 土肥 理人 どひ まさと 男 攀/rockfield 

46 J 9 大里 拓己 おおさと たくみ 男 千葉県ﾕｰｽｃ 

47 J 10 藤若 優子 ふじわか ゆうこ 女 ＰＪＣＣ 

48 J 11 菊地 野音 きくち のね  女 Berry Wall 

49 J 12 江上 理琴 えがみ りこと 女 ロッククラフト川越 

50 J 13 松井 結 まつい ゆい 女 ロッククラフト川越 

51 J 14 菊沢 紗 きくさわ すず 女 千葉県ﾕｰｽｃ 

52 J 15 西田 朱李 にしだ しゅり 女 千葉県ﾕｰｽｃ 

53 J 16 二宮 凛 にのみや りん 女 千葉県ﾕｰｽｃ 

54 J 17 垣内 瑞希 かいと みずき 女 千葉県ﾕｰｽｃ 

55 J 18 佐川 日菜 さがわ ひな 女 B-pump/Pjcc 

56 J 19 曽我 綾乃 そが あやの 女 PUMP1/PJCC 

57 J 20 瀧川 萌美 たきがわ もえみ 女 PUMP1/PJCC 

58 J 21 奥木 玲央 おくぎ れお 男 ＪＳＣＣ 

59 J 22 村井 日向 むらい ひゅうが 男 ＪＳＣＣ 

60 J 23 浦 憲介 うら けんすけ 男 JSCC 

61 J 24 森 秋彩 もり あい 女 ｽﾎﾟｰﾚｸﾗｲﾐﾝｸﾞｼﾞﾑ 
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62 B 1 神田 慎 かんだ まこと 男 ＪＳＣＣ 

63 B 2 長谷川 大晴 はせがわ たいせい 男 ＪＳＣＣ 

64 B 3 青木 将人 あおき まさと 男 KSCC 

65 B 4 中村 颯人 なかむら はやと 男 ロッククラフト川越 

66 B 5 松井 祐 まつい ゆう 男 ロッククラフト川越 

67 B 6 寺門 大輔 てらかど だいすけ 男  栃木 

68 B 7 八戸 洋 はちのへ ひろし 男  埼玉 

69 B 8 小川 哲之進 おがわ てつのしん 男 利根実業高校 

70 B 9 須田 康平 すだ こうへい 男 利根実業高校 

71 B 10 中村 貴也 なかむら たかや 男 利根実業高校 

72 B 11 綿貫 つよし わたぬき つよし 男 利根実業高校 

73 B 12 仲本 健人 なかもと けんと 男 利根実業高校 

74 B 13 松本 勇人 まつもと ゆうと 男 久喜工業 

75 M 1 治田 敬人 はるた のりひと 男 ＫＳＣＣ/山登魂 

76 M 2 小滝 岳人 おたき がくと 男 Ｂａｓｅ Camp 

77 M 3 八戸 大紀 はちのへ だいき 男  埼玉 

78 M 4 古谷 孝久 ふるや たかひさ 男 ＴＭＧＣ 

79 M 5 園田 涼一 そのだ りょういち 男 Ｂａｓｅ Camp 

80 M 6 杉原 夏鈴 すぎはら かりん 女 千葉県ﾕｰｽ CC 

81 M 7 関 金正 せき きんしょう 男 ＫＳＣＣ 

82 M 8 田嶋 悠介 たじま ゆうすけ 男 太田東高校 

83 M 9 小林 亮太 こばやし りょうた 男 ｳｫｰﾙｽﾄﾘｰﾄ 

84 M 10 金子 桃華 かねこ ももか 女  埼玉 

85 M 11 矢部 叶 やべ かのう 男 ロッククラフト川越 

86 M 12 加藤 悠生 かとう ゆい 男 ロッククラフト川越 

87 M 13 續 椋太 つづき りょうた 男 ロッククラフト川越 

88 M 14 竹吉 徹 たけよし とおる 男 利根実業高校 

89 M 15 柿崎 暢 かきざき とおる 男 東京 

       

       

       

       

       

       

       

       

       

【競技上の注意と選手に知っておいて欲しいルールなど】 

１ ）受付 

・ 選手は別記した受付時間内に受付手続をすませて下さい。 

・ 受付が済んだ選手は開会式が始まるまで柔剣道場またはロビーで待機をしていてください。 

・ 付き添い、観客の方々も開会式が始まるまで柔剣道場またはロビーで待機をしていてください。 

２） 予選デモンストレーション 

・ 開会式後、直ぐに競技エリアで、各カテゴリーのデモンストレーションを行います。 

・ デモンストレーションの観察は、定められた範囲の中でおこなってください。双眼鏡などの使用、
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メモの作成は認められますが、ビデオカメラなどの記録機器の使用は禁止です。デモンストレーシ

ョン終了後直ぐに競技開始になります。 

 ・ 選手は競技エリア近くで自分の順番が来るまで待機していてください。 

３ ）アイソレーション・決勝オブザベーション 

・ 決勝進出者はスタッフからの指示があり次第、アイソレーションに入って下さい。一定時刻まで

に入らない場合、出場資格を失うことがあります。 

・ 選手はアイソレーションクローズ後、各自の競技終了まで主催者の管理のもとにおかれ、ルート

の事前下見（オブザベーション）と、自分の競技時以外はアイソレーションから出ることはできま

せん。したがって、競技までの待機中に必要な食料、飲料等は必ず持参してアイソレーションに入

って下さい。 

・ アイソレーションには、選手の他に必要な付き添いが入ることが出来ます。アイソレーションク

ローズ後は、付き添い者は随時アイソレーション・ルームから出ることが出来ますが、再度入るこ

とは出来ません。 

・ アイソレーション・ルーム内への携帯電話などの通信機器の持ち込みは禁止です。 

・ オブザベーションは、競技開始時に選手全員でおこなうルートの下見です。時間は６分間で、残

り時間が１分の時点でタイムキーパーからその旨が告げられます。 

・ オブザベーションの際は、スタッフの指示にしたがって、アイソレーションから、競技エリアに

移動してください。その際、競技順が早い選手（当日指示します）は、オブザベーション後にコー

ルゾーンに移り、競技準備に入ります。ハーネスを装着のうえ、予め全ての荷物を持って移動して

下さい。 

・ オブザベーションは、定められた範囲の中でおこなって下さい。双眼鏡などの使用、メモの作成

は認められますが、ビデオカメラなどの記録機器の使用は禁止です。 

・ また、オブザベーション中に観客などと会話をすることは認められていません。ルートの内容に

関する会話を観客などと行なった場合、即時に失格となります。無論、選手同志の会話は問題あり

ません。 

・ オブザベーション終了後は、競技順が早い選手（当日指示します）はコールゾーンに、それ以外

の選手はアイソレーションへ、スタッフの指示に従って移動して下さい。 

４）-1 競技時間等-予選 

・ 競技時間は、予選全カテゴリー４分間を予定しています。この時間は、選手が競技開始ラインを

越えた時から計測を開始します。 

・ 選手は競技開始ラインを越えた時から４０秒以内に登り始めて下さい。４０秒経過時に、タイム

キーパーからその旨が告げられます。それを過ぎてもまだ登り始めない場合は、ジャッジから警告

を受け、再度の警告で失格となります。 

・ 選手は残り時間を随時タイムキーパーに確認することができます。 

４）-２ 競技時間等-決勝 

・ トップロープ（キッズ・一般）とジュニア及びビギナーは６分間で、ミドルは８分間の予定です。

選手が競技開始ラインを越えた時点から計測が開始されます。 

・ 選手は競技開始ラインを越えた時から、４０秒以内に登り始めて下さい。この場合４０秒経過時

にジャッジから警告が与えられ、これを過ぎても登り始めないと失格になります。 

・ 決勝進出者は、トップロープ（キッズ・一般）とジュニアは各６名を、ビギナー及びミドルは各

８名を予定します。 

５ ）競技中 

・ ハーネスは、メーカーが指定した方法で正しく装着して下さい。 

・ ロープをハーネスに結ぶ時は、必ず８の字結びで末端処理を行って下さい。 

・ ルート中のクィックドロースリングは、下から順番に全てにクリップして下さい。 

クリップしなかった場合、そのクィックドローのクリップ側のカラビナを選手の体の全てが通過した時点、

もしくはクリップしていないクイックドローが、手で触れることが出来なくなった時点で競技中止となり、
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その時点の位置（高度）が記録となります。 

なお、あるクィックドローにクリップせず次のクィックドローに先にクリップした場合、原則として競技中

止になりますので注意して下さい。 

・ Ｚクリップは、速やかにやり直して下さい。その際、上下いずれのカラビナから外しても構いませ

んが、最終的にクリップしていないカラビナがあるまま登り続けることはできません。 

・ 壁の左右と上端の縁にふれてはいけません。この場合もその時点で競技停止となり、その時点ま

での最高到達位置が記録となります。特にカウンターバランスで流した足が出るケースが多いよ

うですので注意して下さい。 

・ 競技中にホールドが回転あるいは破損、あるいはビレイヤーのロープ操作の不手際でといった、

選手自身に起因しないことがらで、競技の続行に支障をきたすことがあった場合、テクニカル・

インシデントを申し出ることが出来ます。これに対して、ジャッジがテクニカル・インシデント

を認めた場合、以後の選手４人以内の任意の順番で、再度登ることが認められます。また、自分

の後の選手が４人未満の場合は、再度登るまでに２０分が与えられます。 

６ ）最高到達点 

・ 成績はフォール、もしくは競技停止時点において手で保持していたホールドの高度（位置）によ

ります。ルートがトラバースしている場合など、一見高度としては低い位置のホールドが、手順的

に高い数字を与えられる場合がありますので、注意して下さい。 

・ あるホールドを保持後、次のホールドを取るのに有効なムーブをおこなったと見なされる場合（有

効な登攀動作）は、そのホールドの使用と判断します。 

その際の成績は、ルート図上でホールドに付けられた番号にプラス（＋）の末尾符号を付けて表し、

同じホールドの保持よりも上位となります。 

７ ）完登 

・ リードの完登は、最終のクィックドローにクリップして初めて成立します。最終ホールドを保持

しても、最終クィックドローにクリップする前にフォールしたり、壁の上端をつかんだりした場合、

完登とは見なされません。 

・ トップロープの完登は、最終ホールドの保持で成立します。 

・ 完登後は、ビレイヤーの指示に従って、ロワーダウンして下さい。 

８ ）成績 

・ 決勝において同着が出た場合、予選の成績を考慮（カウントバック）して順位を決定します。 

 なお、カウントバックによっても決勝に同順位が生じるときは、決勝の時間記録の短い選手を上

位とします。 

・ 各カテゴリー別に順位を決定し、それぞれ上位３位まで賞品と賞状を授与します。 

 

 

 

 

＜お願い！＞ 
 

１． 誓約書は、必ず押印のうえ原本（参加申込書）を提出（受付）して下さい。 

 

２． インフルエンザに感染しているか、或いは感染したと思われる選手・観客等の皆様は、来場

をお控え下さい。 

 

３． 加須市民体育館の出入口にアルコール消毒用スプレーを用意します。マスクの用意はしませ

んので、各自で用意して下さい。特にアイソレーション・ルーム内に入る際は、マスクの着

用をお勧めします。 

 


